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長いプロセス自体が作品の主旨と読み取れる。 
 小塚にとっての彫刻作品とは、単に石を素材とした美的造形表現の追求ではない。石を割るという原
始的で身体的な行為、それにともなう思考、時間、導き出される記憶といった「物質」として目に見え
ない流動的な事象をも取り込みながら、作られた「もの」と、その背後に広がっている、不確定だが確
かに存在する筈の場所、固定的でない、動的な彫刻として立脚できる未知の場所を紡ぎ出そうとするも
のである。 
 彫刻の背負ってきた、寡黙に在り続ける宿命を見つめ直し、変わらず繰り返される作業と、時間とと
もに流れ、揺れ動く思考の間に見え隠れする、新たな空間の可能性を模索し、彫刻として成立させた優
れた作品である。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 小塚照己の本研究は、これまで彼が培った彫刻を念入りに、時には懐疑的に再考、確認作業をする事
から始まっている。それは、これからの彫刻世界で自分の場所を見出し、造り続ける術を発見しなけれ
ば未来を語れない切迫した状況だからである。この同時代が抱える課題は当然乗り越えなければならな
い。そこで重要なのは、彼には“ものはないからつくるのだ”といったもの造りの強い性が根底に在る
点である。故に、学部、修士、博士課程での彫刻素材と技術を修得する途上、身体を使って石と格闘す
る快感を知った事で、彫刻を存在させる時間、重力、空間、量、形態などを把握出来たのは偶然ではな
い、むしろ必然であったと言える。そしてその結果、作品を制作するために石を割るといった原初な方
法に辿り着くのである。これによって彼が以前から疑問であった存在に関わる“無”についての考察へ
と向かう。自己の経験や記憶を辿ることで、日本文化の目には見えない“間”という不思議な感覚を表
出し、一見何もないように見える空間に充満している“間”の息苦しさから、脱出する方法を多様な創
作研究で模索する。その探究から、生き残るための“隙”を見出し、彫刻を存在させるとは如何なるも
のかの手がかりを獲得した。 
 提出論文は、キーワードである“無”についての論述展開が卓抜な着想と思考の連鎖で構成されてい
るが、独創的であるが故に、若干のもどかしさを感じさせることは否めない。しかし、一貫してものを
つくる意味を考え、彫刻の時間、空間を自分のものにしようとする真摯な姿勢から、彼の彫刻の未来を
感じる。特に、友人の死、祖父の肖像彫刻制作での“無”についての論述から、石を割った瞬間に可能
性を消費した感覚から“無”を知覚するに至るまでの論考は、彼の思想の一端を表わしていて好感が持
てる。また、もの派を直に体感した者のみが語れる再制作の意味などは、彼の言葉として強く印象に残
り、貴重なものである。これは、今後の彼の制作研究にも反映されるものと思われる。 
 提出作品「石のニホンオオカミの石」は、絶滅種である日本狼を石で彫ったものであるが、ニホンオ
オカミは“隙”を語るために造られたもので、この彫刻の主役は“隙”であることを強い意思のもとに
提示している。作品《借りてきた猫》も、猫を転がした事で彫刻の時間の意味を認識し、意思を持って
動かすと“隙”を見るに至った経緯が、私たちに不可思議な時空を感知させる秀作となっている。小塚
照己が今後も、このような先を見つめ自己の“隙”を見出す創造行為に挑戦する事を期待したい。 
 彫刻の存在を思惟する行程で生じた“隙”について、論述展開、彫刻研究の内容に思索の痕跡が随所
に見られ、論文、作品ともに高く評価出来る。 
 以上のような結果から、審査にあたった主査、副査ならびに彫刻科教員一同、全員一致で博士学位授
与に相応しいと判断した。 
 
